
　はじめに　

　私が集中治療医学に足を踏み入れた当時は集中治療に関する書籍は少な
く，教科書といえば唯一 Paul L. Marino 先生の「The ICU Book」があ
りました．わかりやすく解説されており，すみからすみまで読みつくした
記憶があります．そして私もいつか集中治療医学を極めて，「ICU Book
みたいな本を書いてやるんだ」という野望を抱きました．時が経って，こ
のように本を執筆する機会が得られました．本書はICU Book の足元に少
しも及びませんが，わかりやすいという点ではちょっとは負けていないと
思っています．
　本書は教科書でもなくマニュアル本でもありません．したがって集中治
療の初学者には向いていませんが，少し集中治療を経験をしたのちにその
臨床現場で必ずぶち当たる壁を解説していきました．もちろん臨床現場で
壁にぶつかった際には指導医に聞いてみたり，自分で論文を探して読んで
みることも大事です．でも大概そのような壁は論文を探しても，「正しい」
答えは存在していません．誰にもわからないというのが本当のところなの
ですが，日々重症な患者さんと対峙する私たちは何かしらの方針を決めて
いかなければなりません．その「わからない」という事実を共有し，読者
の皆様が方針を決める際に少しでも参考になればという気持ちで本書は書
かれています．
　今回も「教科書に載っていない，でも日頃気になっているアレ」がテー
マです．2013 年に「教えて ! ICU  集中治療に強くなる」のPart1 を出し
てから，さまざまな方面からご好評いただき，Part2 をお届けできること
になりました．今回も雑誌「レジデントノート」での連載に加えて，新し
い項目を大幅に追記してボリュームアップしています．集中治療医学はと
てもエキサイティングで幅広く，常に刷新されていくので，本書でもまだ
まだ足りない部分は多いですが，そこはご容赦下さい．本書が読者の皆様



のお役に立てることを期待します．
　最後に執筆の機会を与えて下さり，終始励ましのお言葉をいただいた羊
土社編集部の保坂早苗氏，林　理香氏ならびにスタッフの皆様に心よりお
礼申し上げます．
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